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決
算
二
件
認
定
、
追
加
予
算
も

十
二
月
町
議
会
定
例
会
で

ケケ〃

町
議
会
定
例
会
は
去
る
十
二
月

十
七
日
に
開
か
れ
病
気
の
入
一

名
の
外
全
員
出
席
の
う
ち
定
鍔

十
時
村
山
議
畏
開
会
を
宣
じ
た

後
次
の
よ
う
な
こ
と
が
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

L
三
省
校
改
築
費
起
債
の
件

2
大
字
名
変
更
の
こ
と
（
別

　
項
参
照
）

隻
三
十
二
年
度
決
算
の
認
定

　
（
別
面
掲
載
）

生
三
十
三
年
度
五
回
目
追
加

　
補
正
予
算

覧
中
立
山
分
校
敷
地
設
定
の

　
件

そ
の
他
保
険
関
係
等
六
件
の

議
案
が
上
程
さ
れ
そ
れ
ぐ

原
案
の
通
り
可
決
さ
れ
た
。

原
水
爆
禁
止

　
　
　
　
　
松
之
山
町
協
議
会
誕
生

が
東
京
に
集
ま
り
人
道
と
人
類

愛
と
い
う
共
通
基
盤
に
立
つ
て

原
水
爆
の
禁
止
を
世
界
に
訴
え

る
世
界
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ

れ
．
ご
の
世
界
大
会
に
郡
代
表

と
し
て
参
加
さ
れ
た
安
塚
町
の

岡
豊
氏
の
講
演
と
映
写
会
で
、

死
の
灰
の
恐
し
さ
や
、
原
水
爆

実
験
の
恐
し
さ
を
今
更
の
よ
う

に
知
り
ま
し
た
。
町
民
こ
ぞ
つ

て
一
丸
と
な
り
原
水
爆
を
禁
止

し
明
る
い
未
来
と
恒
久
的
平
和

の
た
め
に
一
翼
を
負
う
こ
と
を

誓
い
あ
い
ま
し
た
。

　
席
上
、
会
則
、
大
会
宜
講
が

決
定
さ
れ
役
員
の
選
出
が
な
さ

山
岸
　
石
松

島
田
　
節
子

山
岸
　
功
勲

大
改
正

　
社
会
保
険
の
診
療
報
酬
の
改
訂
に
つ
い
て
は
昨
年
以
來
厚

　
生
省
試
案
を
中
心
に
各
界
て
活
潅
な
論
議
が
展
開
さ
れ
て

　
來
ま
し
た
が
漸
く
成
案
を
得
て
去
る
六
月
三
十
日
付
厚
生

　
省
告
示
に
よ
つ
て
十
月
一
日
よ
り
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す

　
こ
の
改
正
に
よ
つ
て
医
療
費
が
相
当
増
額
す
る
見
込
で
あ

　
り
從
つ
て
町
国
民
健
廣
保
瞼
の
給
付
す
る
負
担
額
並
に
患

　
考
の
輔
部
負
担
金
が
増
加
す
る
の
て
被
保
険
者
が
受
診
さ

　
れ
る
場
合
そ
の
内
容
を
予
め
御
承
知
願
い
た
い
の
で
、
改

　
正
の
概
要
を
御
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
択
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
こ
と
が
出
来
る
申
出
た
も
の

簿
ミ
ミ
く
～
ミ
～
妻
ξ
」
て
い
る
。

》
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騨
　
　
　
　
琳
馨
は
次
の
響
手

W
　
小
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風
継
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ワ

　
ど
ん
ど
熾
ん
貌
ほ
て
ら
し
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
て
遠
巻
き
に
　
　
　
　
　
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
神
酒
を
注
ぐ
ど
ん
ど
埃
り
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

　
の
降
為
盃
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ロ

　
ど
ん
ど
熾
ん
天
日
ゆ
が
む
卍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

煙
の
中
　
　
　
捌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。
、
｛
｝
～
●
、
く
●
、
璽
、
じ
、
～
し
蒐
～
～
じ
～
●
｝
璽
、
忌
．

傾
注
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　
年
頭
に
当
り
私
始
め
職
員
一

同
は
町
民
の
奉
仕
者
で
あ
る
こ

と
の
認
識
を
更
に
新
た
に
し
世

論
の
支
持
に
従
つ
て
昭
和
三
十

四
年
度
の
町
政
の
処
理
運
営
に

挺
身
し
て
ゆ
き
た
い
と
念
願
い

一
、
新
点
数
表
の
種
類
及
び
選
医
療
機
関
の
申
出
に
よ
つ
て
選

一
般
診
療
は
甲
表
と
乙
表
の
一
は
一
年
間
変
更
出
来
な
い
。
歯

（
甲
地
用
）
乙
表
の
二
（
乙
地
科
医
診
療
は
甲
表
、
乙
表
の
区

用
）
の
三
種
類
に
な
つ
て
お
り
別
な
く
甲
表
同
様
に
定
め
ら
れ

帰
俳
句
　
納
二
、
質
数
の
箕
及
び
蓋

L
扁
般
診
療

．
イ
、
甲
表

e
診
療
報
酬
を
基
本
料
金
（
基

本
診
療
料
）
と
特
別
料
金
（
特

掲
診
療
料
）
と
に
大
別
し
診
療

投
薬
及
び
注
射
（
薬
剤
の
費
用

聾
除
く
）
簡
巣
検
麸
獲

｝
び
理
学
療
法
並
び
に
入
院
に
要

一
す
る
費
用
は
原
則
と
し
て
基
本

一
料
金
と
し
て
一
括
し
て
支
払
う

「こ
と
と
し
そ
の
他
の
特
別
な
診

一
察
に
要
す
る
費
用
（
往
診
、
慢

鷹
趣
指
導
料
等
）
特
殊
な

検
査
、
注
射
、
処
置
、
調
剤
及

び
理
学
療
法
、
手
術
な
ど
に
．
要

す
る
費
用
は
特
別
料
金
と
基
本

料
金
の
外
に
支
払
う
こ
と
と
し

た
。◎

基
本
診
療
料
（
カ
ッ
コ
内
は

　
旧
料
金
）

初
診
時
一
八
O
円
（
旧
初
診
料

　
は
四
六
円
）

再
診
時
五
〇
円
（
旧
特
別
の
場

　
合
に
限
り
請
求
で
き
る
）

入
院
時
ω
病
院
に
入
院
し
た
場

　
合
（
一
日
）

　
最
初
の
一
月
二
八
O
円
（
旧

　
　
一
六
一
円
）

　
次
の
二
月
二
五
〇
円
（
〃
）

　
四
月
目
以
降
二
二
〇
円
（
ヶ
）

　
普
通
給
食
一
五
〇
円
（
旧
一

　
四
九
、
五
円
）

　
基
準
給
食
五
〇
円
（
三
四
、

　
　
五
円
）

　
十
一
月
十
七
日
松
之
山
公
会

堂
に
於
て
、
原
水
爆
禁
止
松
之

山
町
協
議
会
結
成
大
会
が
開
か

れ
た
。

　
八
月
十
二
日
か
ら
八
月
二
十

日
ま
で
、
人
種
を
異
に
し
、
宗

、
教
を
異
に
し
、
政
治
的
理
念
を

異
に
す
る
三
十
五
ヵ
国
の
代
表
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㎜
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曜
9
1
噂
一
，
・
■
ロ
■
■
！
噌

　
　
藤
　
重
　
孝

　
　
　
　
雨
続
き
台
風
禍
の
異
常
穂
発
芽

　
そ
の
に
よ
る
被
害
農
家
の
続
出
、
地

　
　
　
　
上
災
害
発
生
の
憂
慮
等
々
心
安

い　の　神

ボ
甥
爆
窮
聴
．
、

畢
湛
（
婁
四
人
に
一

　
　
副
粂
収
）
一
日
九
〇
円
．

キ
（
〃
五
人
ケ
と
日
六
〇

　
町

三
ヶ
（
ケ
六
入
〃
と
日
四
〇

　
円

③
寝
具
設
備
を
行
つ
た
場
合

　
一
日
四
〇
円
（
旧
三
四
円

　
五
〇
）

右
に
よ
り
基
準
給
食
一
類
看

護
寝
具
設
備
を
行
つ
た
場
合

最
初
の
一
ヵ
月
間
は
一
日
六

一
〇
円
（
旧
料
金
四
二
五
円

五
〇
）
と
な
る
。
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㍉
●
ミ
事
、
e
、
じ
～
o
、
■
、
蒐
多
、
○
㌔
璽
ミ
く
き
じ
～
◎
、
～
、
｛
噌
、
～
魯

X
線
診
断
料
や
盲
腸
手
術
な
ど

　
、
○
ミ
～
～
・
、
5
、
φ
㌧
尊
煽
㌔
遭
彗
ミ
○
睾
薙
へ
～
…
｝
～
～
●
～

㊧
特
掲
診
療
料

　
・
検
査

　
胃
液
の
検
査
三
〇
〇
円
（
旧

　
　
五
七
円
五
〇
）

　
左
右
別
肺
機
能
検
査
三
、
O

　
　
O
O
円
（
旧
五
七
五
円
）

届
折
調
節
検
査
（
眼
鏡
処
分
）

　
　
四
〇
〇
円
（
二
二
八
円
）

　
●
レ
ン
ト
ゲ
ン
診
断

透
視
診
断
三
〇
〇
円
（
旧
一

　
　
一
五
円
）

胸
部
写
真
診
断
（
フ
イ
ル
ム

　
　
撮
影
料
診
断
料
含
む
）
六

　
　
六
四
円
（
旧
五
七
五
円
）

・
処
置
及
び
手
術

応
急
人
工
呼
吸
五
〇
〇
円

　
（
旧
一
一
五
円
）

胃
洗
瀞
　
二
五
〇
円
（
旧
九

　
二
円
）

虫
垂
切
除
術
　
四
〇
〇
〇
円

　
（
旧
麻
酔
料
を
含
み
二
八

　
七
五
円
）

麻
酔
料
（
腰
推
麻
酔
）
六
〇
〇

　
円

肺
葉
切
除
術
一
五
〇
〇
〇
円

　
（
旧
八
〇
五
〇
円
）

白
内
障
全
摘
出
術
六
〇
〇
〇

　
円
（
旧
二
三
〇
〇
円
）

は
合
併
五
力
年
計
画
に
基
く
文

教
施
設
、
通
信
網
整
備
、

他
の
事
業
を
か
』
え
て
真
剣
に

予
想
を
上
廻
る
米
の
売
渡
し

　
　
　
　
昨
年
に
比
《
四
千
八
百
俵
増

異
例
な
降
ひ
よ
う
や
、
倒
伏
に
は
相
当
な
打
撃
を
う
け
た
も

き
ヤ
く
ヲ
も
も
に
を
ざ
も
く
く
の
へ
く
ヲ
も
び
も
ヨ
ヤ
ご
う
ヨ
ロ
ロ
き
ヨ
な
く
ゴ

町
内
の
医
療
機
関
は
乙
表
て

　
口
、
乙
表

　
種
　
　
　
　
牙

初
　
　
診
　
　
料

投
薬
料
（
一
月
分

　
一
強
円
以
下
の
内
肚
）

尿
定
性
検
査

聴
　
力
　
検
　
査

レ
ン
ト
ゲ
ン
透
視
診
断

皮
下
注
射
（
使
用
薬
剤

一
五
円
以
下
）

静
脈
注
射
　
（
〃
）

洗
　
　
　
　
　
　
腸

虫
垂
切
除
術

入
院
料
（
食
事
な
し
）

歯
科
診
療
に
つ
い
て

5
－
．
謬
2
、
－
4
、
．
ゲ
e
、
夢
’
、
臨
9
‘
－
亀
ク
ヘ
，
，
8
、
層
’
、
！
q
．
置
’
、
嘔
9
σ
．
．
．
ρ
・
塾
嘱
．
8
、
ー
ρ
も
－
億
倉
塾
．
，
5

　
主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

手
　
地

　
　
茜
円
．

　
　
訟
〇

　
　
一
石

　
　
西

　
一
毫

　
　
七
一

　
一
〇
異

　
　
四
一

三
、
一
昌
七
玉

　
一
発

菌
料
診
療
に
対
す
る
国
保
給
付

範
囲
の
一
部
の
主
な
内
容
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

初
診
時
基
本
診
療
料
一
八
O
円

　
（
旧
初
診
料
四
六
円
）

乙

地吾
円

さ

　
天

　
量

　
一
三

　
一
二
五

　
六
七

　
九
八

　
矢

三
㌧
三
乱

　
一
主

旧
料
金

（
乙
　
地
）
’

　
　
四
六
円

　
　
一
竃
、
三
〇

　
　
量

　
　
一
一
盆
〇

　
　
一
三

　
　
果

　
　
充

　
　
茜
盆
〇

　
一
一
騒
八
豊

　
　
矢
一

歯
．
牙
の
普
通
処
置
五
〇
円

　
（
旧
料
金
三
四
円
五
〇
）

抜
髄
　
八
0
円
（
〃
五
七
、
五

　
〇
）

一抜
歯
（
臼
歯
）
一
二
〇
円
（
〃
【

　
六
一
円
）

　
　
利
用
機
関
は
主
と
し
て
乙
地

甲
地
と
は
東
京
都
（
島
の
地
域
新
潟
大
学
附
属
病
院
、
長
岡
赤

を
除
く
）
横
浜
市
、
川
崎
市
、
　
十
字
病
院
、
高
田
酉
城
病
院
、

名
古
屋
市
、
京
都
市
、
大
阪
市
刈
羽
郡
病
院
、
小
千
谷
綜
合
病

堺
市
、
布
施
市
、
豊
中
市
、
八
院
等
で
あ
り
ま
す
。

尾
市
、
吹
田
市
、
守
口
市
、
池
従
つ
て
其
の
他
の
医
療
機
関
は

田
市
、
神
戸
市
、
尼
崎
市
、
西
大
部
分
「
乙
表
」
を
選
択
し
た

宮
市
及
び
芦
屋
市
の
区
域
に
存
も
の
で
す
。

す
る
地
域
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山
町
内
の
一
般
医
療
機
関

乙
地
と
は
甲
地
以
外
の
地
械
　
　
（
歯
科
を
除
く
）
は
乙
表
を
以

甲
表
選
択
医
療
機
関
の
中
で
町
つ
て
算
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま

国
保
被
保
険
者
が
従
来
利
用
実
す
。
．

績
に
よ
る
主
な
医
療
機
関
は
次
以
上
が
診
療
報
酬
改
訂
の
主
な

の
通
り
で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
要
点
で
あ
り
ま
す
が
甲
表
選
択

国
立
病
院
．
療
養
所
新
潟
県
立
医
療
機
関
に
入
院
し
た
場
合
、

の
各
病
院
療
養
所
（
高
田
の
中
入
院
料
、
手
術
料
等
が
特
に
値

央
病
院
、
十
日
町
病
院
、
松
代
上
り
し
た
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
ま
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指のてま各をまけ
定初昨す位迎すま

灘　　i難

の年年　。のえ　。し譲
初度は
年事新
度業市　　勝当三芽
事　’町　　をり十出

零

業新村　　お謹四慶
’農建　　祈ん年う
或村設　　りでの御
一災災山　　慶て諸的各取
帯のの事而にお事御位組
の発夢件し描り業協並ん
降生破の乍えまの力びで
電　’れ発らます進にに参
被或た生一せこ捗よ町り
害は数　、方んと又　り民ま
b下回三昨　。ははま各し
後布に力年　　共竣し位た
半工亘年は　　に工てのが
期区る無松　　御を着積議
降域火火之　　同見々極員
極の祉土を時諸は ま　ま

的諸厚木一に災い明し1る
な事生　℃層内害まけたこ
町業な産固に等はて oと

勢のど業め健のし昭 の

進進住促つ全絶い和 な

展捗民進』財無事三 い

へを福　’教政を件十 年

のは祉衛育保祈の四 で

努かの生　●持る発年 も

力りた　’文のと生こ あ

を積め福化途同やそ り

す年所お力町捲もた
●頭懐願を松を忌し
ののい賜之お憧て

　　　御一申　り山寄の居
　◇　　挨端上ま建せな　り

◇螺事馨蹴
いべ　oひめま判で
たま　こ　たのしと今
しし、　す御て御後
まてに　ら協新鞭と

七もと町
日　■変制

1繋奮名
’藁鷹富口の

繁；艦

虐璽蕃を変
。蝉璽松更
器ゑ之
詮房山 ミ職＝1躍、∵癬1

に式でなに三に
り大十
ま字四

一のて後　　俵米百年れな
、様は最売をの三十てど
倒にこ高り一遙総十一いに
伏考ので渡か量四月たよ
にえこあしに二俵末米り
よてとる実上万と　日の　’
るいに，O績廻六・な現売前
被るっ町とっ千　り在　り途
害　◎い当した百　’で渡を
は　　て局て　Q七昨三し案
個　　　’とは　　十年万はじ
々　　次し戦　　三産九昨ら
う撒三れたと二充た幼び）
に布　’なたは　b実た穂も
なが早くめ　’売しめ形あ
っ　’植な　、や　りて 亀成る
た適えっ一み渡い作期が
こ切やた般米した柄の　’
とに　’こ消のがこと天全
。行予と費値増とし候般
　わ防　。者段加　Qてが的

れ薬　　へがし は良に
る剤　　は下た 既かは
よの．　流つこ につ　　’

り百社上 久病
ま円会の三
しを福方＋　　八

蝿臓豪　○

難蔽
　と一しo一上
猛茄人に

薙院
等
を
大
含
島
む
病
）
院
　
、
　
長
　
随
　
の
　
悠

一　一す向りよ　五敬
。走享耀百老

2疲覇円年
　め老と＋　金
　た思し五を

騰塁1

すす
oカ

　ら
　こ
　の
　占　’、、

　御
　了
　承
　願

い層てと い

まのあし ま

一3一



▽
現
在
の
日
本
の
社
会
で
新
し
い
時
代
を
最
も
望
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
農
村
で
あ
る
べ
き
△

　
▽
は
ず
で
あ
る
。
農
業
は
い
ま
最
も
め
ぐ
ま
れ
て
い
な
い
産
業
だ
か
ら
で
あ
る
。
養
蚕
の

、・一松　　　　　の　　　　　山　　　’　　1　矛Z号　、　1（ユ）

　　　　　　　　　　　　　▽ 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
△

飼
育
制
限
．
農
産
物
価
格
の
不
安
定
と
思
惑
な
ど
、
迎
え
る
年
△

▽
の
前
途
も
決
し
て
明
る
く
は
な
い
様
だ
。
　
「
も
は
や
戦
後
で
は
《
，

　
▽
な
い
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
然
り
で
あ
る
。
貧
し
け
れ
ば
貧
し
△

　
　
▽
い
な
り
に
、
豪
雪
地
な
ら
、
豪
雪
地
な
り
に
、
自
ら
求
め
創
造
△

　
　
　
▽
し
て
行
く
逞
ま
し
い
道
す
じ
が
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
　
△
，

　
　
　
　
▽
各
層
代
表
者
に
よ
る
「
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
」
は
、
こ
れ
が
△

　
　
　
　
　
▽
町
づ
く
り
の
す
べ
て
だ
と
い
ろ
潜
越
な
も
の
で
は
な
い
。
万
偏
△

　
　
　
　
　
　
▽
な
く
降
り
し
き
る
長
い
雪
の
日
々
を
、
せ
め
て
生
活
の
向
上
と
△

　
　
　
　
　
　
▽
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
の
た
め
に
話
し
合
い
の
糸
口
に
し
て
ほ

　
　
　
　
　
　
　
▽
し
い
の
で
あ
る
。

成
人
教
育
の
振
興

　
　
　
　
野
本
音
治
郎

一
、
ω
　
地
域
の
実
態
を
考
慮

し
産
業
に
関
す
る
総
合
的
計

画
を
立
案
実
施
し
た
い
。

図
　
産
業
経
済
の
発
展
を
計

り
国
力
の
飛
躍
的
充
実
を
め

ざ
す
。
国
家
的
要
請
に
し
た

が
つ
て
産
業
人
と
し
て
の
資

質
を
向
上
す
る
。

二
、
①
教
育
効
果
の
増
進
を
は

　
か
る
た
め
人
的
物
的
条
件
を

　
一
層
整
え
る
事

　
図
　
ω
教
職
員
指
導
者
の
資

　
質
向
上
⑰
教
育
施
設
の
充

　
実
⑮
へ
き
地
教
育
の
充
実

　
◎
道
徳
教
育
の
振
興
㈲
成

　
人
教
育
の
振
興
　
6
学
校
経

　
営
の
合
理
化
と
学
習
指
導
の

　
改
善

三
、
成
人
教
育
の
振
興

ガ
…
一
…
…
『
噂
－
一
＝
一
…
＝
一
＝
3
…
一
；
層
一
響
＝
…
…
一
．
一
一
…
一
．
一
一
囎
印
一
…
一
塵
＝
一
．
．
一
…
“
一
一
一
…
甲
一
騨
一
”
騨
一
一
一
騨
＝
一
一
一
騨
辱
．
願
一
『
一
一
甲
㎎

命
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町
章
の
懸
賞
募
集

一
、
町
制
を
記
念
し
て
町
の
紋
所
を
き
め
る
た
め

二
、
町
の
皆
様
の
智
恵
を
お
か
り
し
た
い

三
、
そ
こ
で
次
の
よ
う
な
規
定
を
つ
く
り
ま
し
た
の
で

　
　
沢
山
の
図
案
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　
－
。
応
募
は
半
紙
半
分
大
の
白
紙
に
直
径
十
糎
以
内

　
　
　
の
円
の
中
に
お
さ
ま
る
よ
う
墨
一
色
で
お
書
き

　
　
　
の
上
あ
な
た
の
住
所
と
名
前
は
裏
面
左
下
に
。
ヘ

　
　
　
ン
書
き
に

　
Z
　
そ
し
て
密
封
の
上
表
に
町
章
応
募
と
明
記
し
て

　
　
　
町
役
場
内
町
章
係
宛
二
月
十
日
迄
に
お
届
下
さ

　
　
　
い
。

　
隻
　
採
用
一
点
に
賞
金
三
千
円
、
佳
作
五
点
に
そ
れ

　
　
　
ぐ
三
百
円
を
贈
る
予
定
（
但
し
採
用
に
適
当

　
　
　
な
も
の
が
な
け
れ
ば
佳
作
五
点
だ
け
）

　
4
　
審
査
は
町
長
、
議
長
、
教
育
長
、
商
業
会
長
、

　
　
温
泉
組
合
長
、
学
識
者
一
～
二
名
で
行
い
発
表

　
　
　
は
本
人
と
役
場
前
に
掲
示
し
ま
す
。

”hll“IIII川ll”1”6川1川0018”“奪睦Ill”重川IIli”1”一“1魯UIII1“川1“皇gll9川ll”，IIIl“1邑m肚1“mlllI1“1’llmll“1，10川lll”51

　
　
　
　
　
（
町
教
育
長
）

総
花
式
を
や
め
て

土
地
改
艮
で

　
　
　
　
佐
藤
　
正
徳

一
ω
　
総
花
式
の
奨
励
策
で
な

く
重
点
主
義
に
考
え
る
。
毎

年
採
種
圃
、
坪
刈
、
牛
の
導

　
入
、
開
田
を
繰
返
し
て
い
る

図
　
「
土
地
改
良
」
農
道
、

　用水

路
、
貯
水
池
等
の
基
礎

　
方
面
に
重
点
を
お
く
。

二
①
　
科
学
的
教
育
が
不
振
理

　論的の

行
動
に
欠
け
た
感
で

　
事
を
処
理
す
る
傾
向
が
多
い

　
ω
　
数
理
的
に
物
を
考
え
る

　
人
物
を
養
成
し
た
い
。

三
　
農
協
経
営
に
か
N
わ
る
電

　
気
事
業
の
合
理
化
。

　
　
　
（
浦
田
農
協
組
合
長
）

　
奨
学
資
金
制
度
を

　
設
け
よ

　
　
　
　
三
問
　
　
博

一
臼ゆ
　
ω
調
査
研
究
不
充
分
に

　
て
無
計
画
無
統
制
の
感
あ
り

　
＠
封
建
的
思
想
の
許
に
於
て

　
産
業
み
発
展
（
充
分
な
）
望

　
め
ず
産
業
発
展
に
は
民
主
化

　
が
必
要
と
思
う
。
。

　
③
　
農
道
村
道
の
計
画
的
整

　
備
と
共
に
耕
地
の
交
換
分
合

　
を
行
い
貯
水
池
を
造
り
米
の

　
生
産
費
の
低
下
を
は
か
る
。

　
㈲
畜
産
（
牛
を
中
心
と
す
る

　
）
の
奨
励
と
共
に
品
種
の
改

　
良
を
徹
底
的
に
行
う
。

二
ω
　
ω
校
舎
の
建
築
に
於
て

　
も
無
計
画
性
の
感
あ
り
近
き

将
来
校
舎
が
余
る
事
は
必
然

と
思
う
。
㈲
今
迄
の
教
育
は

内
容
の
充
実
よ
り
外
観
の
教

育
の
観
あ
り
。
㊦
最
近
の
生

徒
に
は
合
理
的
即
ち
科
学
的

　△
△

く
勤
労
恵
志
に
乏
し
き
感
あ

　
りω

　
奨
学
資
金
制
度
を
造
り

　
二
三
男
の
教
育
に
特
に
力
を

　
入
れ
て
の
ば
し
て
貰
い
た
い

三
　
予
防
医
学
特
に
最
近
増
加

　
し
つ
N
あ
る
脳
出
血
に
対
す

　
る
予
防
に
つ
い
て
実
行
し
た

　
い
。
　
　
（
郡
医
師
会
長
）

主
力
を
畜
産
に
求
め
よ

　
　
　
　
涌
井
政
信

一
ω
　
計
画
を
遂
行
す
る
た
め

轡
…
ξ
｝
三
一
｝
…
…
一
一
…
｝
一
…
一
一
…
一
｛
…
｛
⇔
哺
3
｛
…
一
…
幅
＝
2
雫
な
考
え
方
少
な
く
責
態
薄

得
な
い
と
考
え
る
が
出
来
る

　
限
り
万
能
の
限
り
教
材
の
整

備
が
必
要
で
あ
る
　
⑰
教
育

ほ
人
な
り
と
い
う
観
点
か
ら

　
真
に
町
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る

、
教
育
の
か
た
ち
を
打
ち
出
し

　
て
も
ら
い
た
い
　
＠
公
民
舘

　活

動
は
町
内
団
体
の
総
意
か

　
ら
出
発
す
る
も
の
で
あ
る
故

　
に
そ
の
具
体
的
方
法
を
定
め

　
こ
れ
を
推
進
す
る
為
に
町
は

　
各
団
体
の
良
き
相
談
相
手
と

　
な
る
こ
と
。

三
　
畜
産
増
殖
の
た
め
の
自
給

　
飼
料
体
制

　
　
（
松
之
山
農
協
組
合
長
）

　
農
業
校
術
陣
の
充

　
実
を
図
れ

　
　
　
　
樋
口
　
藤
夫

一
ω
　
町
当
局
並
岡
議
会
は
真

　
剣
に
松
之
山
産
業
の
発
展
策

　
に
つ
い
て
町
民
の
意
志
を
聞

　
く
こ
と
が
な
か
つ
た
Q
町
の

　
産
業
振
興
こ
そ
町
財
政
の
根

　
源
で
あ
る
事
を
再
認
識
す
る

撫灘

ゆ　ハノのノウノヘゆノのぜぜのノんノゆノ　ノリノ

1アンケート

ミ．．＿
ミ　三
1　　’（2）ω

1麓齪こ今「

灘箋
1さに是す重り
1いつ非る点み
l　oい実団策て

1て行体
～　一しで
ミった新
転－“ノ怖〆＾ハ＾＾＾ハ＾

総
力
を
結
集
す
べ
き
で
あ
る

ω
技
術
陣
の
責
任
体
制
確
立

⑥
一
般
農
家
の
協
力
を
求
め

る
熱
意

偶
　
稲
作
技
術
を
今
一
歩
前

進
す
る
と
共
に
主
力
を
畜
産

　
に
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

④
稲
作
技
術
は
進
ん
で
い
る

　
が
ま
だ
金
肥
の
依
存
度
が
高

　
い
、
畜
産
と
結
び
つ
け
空
地

利
用
の
自
給
飼
料
の
増
産

＠
畜
産
技
術
に
つ
い
て
は
町

　内の

熱
心
家
や
学
識
者
の
率

先
垂
範
を
願
う
と
共
に
系
統

　団

体
の
応
援
を
求
む
。

二
①
　
④
校
舎
改
築
に
多
大
の

　
負
担
が
か
Σ
つ
て
い
る
が
年

　
次
計
画
で
あ
る
以
上
や
む
を

　
得
な
い
　
⑰
公
民
舘
活
動
が

　
や
x
不
充
分
の
感
が
あ
る
。

　
図
　
㈹
校
舎
改
築
も
や
む
を

　
必
要
が
あ
る
。

　
図
　
④
農
業
技
術
陣
（
特
に

　
土
地
改
良
．
畜
産
技
術
員
）

　
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

　
＠
稲
作
安
定
の
基
本
対
策
を

　
蓄
産
振
興
に
よ
る
地
力
の
保

　
持
と
経
営
の
安
定
を
図
り
た

　
い
町
制
の
休
裁
よ
り
農
村
で

　
あ
る
松
之
山
を
忘
れ
る
な
。

　
⑮
農
道
作
道
の
開
通
と
温
水

　
溜
池
に
よ
る
天
水
田
農
業
か

　
ら
の
開
放
を
図
り
た
い
。

　
◎
鉄
道
問
題
を
同
時
に
松
之

　
山
津
南
町
に
通
ず
る
ズ
イ
道

［　
の
設
計
計
画
を
推
進
す
る
。

二
ω
　
貧
教
政
策
の
一
言
に
つ

　
き
る
。
学
校
建
築
や
学
校
給

　
食
に
狂
奔
し
家
庭
の
生
活
経

　
済
か
ら
遊
離
し
た
文
部
省
教

　
育
で
末
来
の
松
之
、
人
と
し

　
て
役
立
つ
人
間
瀞
ゼ
が
忘
れ

　
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

　図　中

小
学
校
の
出
来
る
だ

　
に
よ
る
町
民
の
重
税
を
開
放

　
す
る
ヒ
と
な
く
し
て
産
業
文

　
化
の
発
展
策
は
考
え
ら
れ
な

　
い
Q

三
　
農
業
綜
合
セ
ン
タ
ー
の
設

　
立
と
そ
れ
に
結
び
つ
い
た
松

　之山

町
農
業
振
興
計
画
の
具

体
化

　
　
　
（
町
農
業
委
員
長
）

　
町
政
と
農
協
を
直

　
結
し
て

　
　
　
　
佐
藤
五
艮
治

一
鯖
田
　
農
業
計
画
に
つ
い
て
範

　
囲
を
広
く
し
た
が
こ
れ
に
必

　
要
の
経
費
が
と
も
な
わ
な
か

　
つ
た
為
め
計
画
通
り
に
実
施

　
し
て
も
成
果
が
期
待
し
た
程

　
あ
が
ら
な
か
つ
た
と
思
わ
れ

　
た
。

　
ω
　
町
に
産
業
発
展
に
対
す

　
る
計
画
指
導
本
部
を
置
き
、

　
専
門
技
術
者
を
こ
れ
に
充
て

　
X
道
路
土
地
改
良
産
物
の
生

　
産
か
ら
販
売
迄
一
貫
し
た
指

　
導
を
行
う
事
経
費
は
町
の
勧

　
業
費
と
農
協
の
指
導
部
の
経

　
費
を
こ
れ
に
充
て
る
こ
と
。

二
①
　
限
ら
れ
た
予
算
で
は
今

　
ま
で
以
上
の
事
は
望
ま
れ
ぬ

　
と
思
う
。

三
　
全
耕
地
の
土
壌
調
査
と
施

　
肥
設
計
、
農
産
加
工
の
技
術

　
者
の
養
成

　
　
　
（
松
里
農
協
組
合
長
）

冬
の
副
業
を
考
え
よ

　
　
　
　
　
島
田
　
節
子

一
①
　
中
年
以
上
の
人
に
よ
く

　
あ
る
自
我
心
と
あ
き
ら
め
の

　
た
め
、
よ
そ
の
技
術
導
入
に

　
欠
け
る
よ
う
な
農
家
が
な
か

　
つ
た
か
。

　
図
　
家
畜
を
奨
励
し
て
欲
し

　
い
。
冬
期
間
の
副
業
を
盛
ん

　
に
す
る
こ
と
を
考
え
て
貰
い

　
た
い
。

　
る
と
思
い
ま
す
。

　
図
　
他
町
村
に
比
較
し
て
立

　
遅
れ
て
い
る
面
を
積
極
的
に

　
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

　
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
町
婦
人
会
長
）

げ
の
統
合
を
図
り
学
校
建
築
£

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

二
〇
〇
　
充
分
考
え
る
必
要
が
あ

三
　
婦
人
の
家
庭
生
活
の
向
上

　
温
泉
の
あ
る
町
や
村
は
、

環
境
衛
生
そ
の
他
観
光
施
設

等
に
要
す
る
経
費
に
充
て
る

た
め
入
湯
税
を
課
す
の
で
す

即
ち
こ
れ
ら
の
経
費
に
は
充

当
で
き
る
が
外
の
事
業
に
は

て
て
る
こ
と

は
で
き
ま
せ

ん
。　

こ
の
場
台
の
温
泉
と
は
温

泉
法
で
き
め
ら
れ
て
い
る
も

の
で
当
町
の
三
撮
泉
は
入
り

ま
す
。 入

湯
税
牧
は
四
三
万
三
千
円

　
　
　
　
ー
観
光
施
設
の
基
礎
財
源
に
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隻　
　
人
湯
税
は
協
同
浴
場
だ
け

　
の
お
客
と
病
気
の
人
十
日
以

結
分
に
は
課
税
さ
れ
ま
せ
「

て
課
税
一

　
も
れ
の
な
い
よ
う
に
旅
館
の

　経営

者
は
「
特
別
徴
収
義
務

者
」
と
云
つ
て
お
客
か
ら
徴

　
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
｝

と
に
な
つ
て
い
ま
す
・
　
｝

　
　
（
嗣
．
考
表
原
文
の
ま
X
）

4
こ
の
税
金
は
馨
の
数
感

入
湯
税
の
徴
牧
及
び
観
光
施
設
費
、

一
、
鍬
F
ー
、
、
函
到
刈
馨
数

㎜
1
！
度

調
定
額
　
収
入
額

「
昭
和
三
十
一
年
度
…

圭
§
8
人

四
一
宍
、
0
8
円

至
六
、
O
O
O
円

昭
和
三
十
二
年
度

　
使
途
事
業
名
　
　
事 萱

、
宝
Q
人
西
｝
き
、
8
0
円
四
釜
、
0
8
円

業
費
畦
段
金財

＿源

般、内

艶

一
温
泉
観
光
施
設
費
蚕
叢
δ
8
月
毫
六
δ
O
O
円
三
充
、
0
8
円

　
　
　
〃
　
　
　
　

奎
三
、
O
O
O
巴
四
妻
、
O
O
O
円
二
三
〇
、
O
O
O
円

資
産
評
価
の
適
正
を
は
か
る

　
　
　
　
　
　
　
家
屋
の
評
価
が
終
り
ま
し
た

鍛
卿
靱
騨
縛
雑
鍵
鯨
欝
譜
繍
騎
騨

て
い
た
だ
き
ま
し
た
家
屋
に
つ

い
て
，
目
下
全
員
で
整
埋
中
で

雑
で
あ
る
の
で
、
昭
和
三
十
四

年
度
固
定
資
産
税
に
は
間
に
合しい三省小学校新

三
省
小
学
校
，
疫
功

　
十
一
月
二
十
八
日
総
工
費
八
・
九
万
円
で

七
月
下
旬
、
津
南
町
上
村
建
設

工
業
株
式
会
社
の
請
負
で
着
工

し
た
三
省
小
学
校
（
写
真
）
が

い
か
ね
ま
す
。
家
星
の
評
価
の

適
正
化
と
均
衡
化
・
｝
を
は
か
る

た
め
、
こ
の
評
価
に
万
全
を
．
期

し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
昭
和

三
十
五
年
度
か
ら
実
施
致
し
ま

す
。
尚
評
価
に
当
り
御
協
ヵ
戴

・
、
●
＼
b
璽
、
●
、
し
魚
、
●
、
じ
～
聯
．
、
∂
、
り
●
、

‘”。凸ハ凸ノ・’・－㌔＾沼rA一・’蠕《凸ノ研吻4・＾＾－㌔〆ザ・4＾ーザリノの4卿一晒ノ・4乃，》P9ハ＾ハ♂V。’》。－’9ノ●＾み■ρσハノe筋。ノ●“θ戸＾ノ。＾ハーρ嬬ノ’♂”翫ハー∂ψノ

一
七
千
口
）
事
務
雑
費
ニ
ニ
万

円
、
附
婆
．
喜
費
三
二
万
円
と

な
つ
て
，
．
る
。
蝉
数
は
二
八
O

擬
・
馨
藷
懸
鷺
設
計

き
ま
し
た
総
代
様
始
め
各
位
に

深
く
御
礼
申
上
ま
す
。
こ
の
評

価
を
課
税
対
象
と
し
て
適
用
で

き
る
の
は
相
当
の
準
備
事
務
に

日
時
を
要
し
ま
す
似
で
昭
和
三

十
五
年
度
か
ら
の
見
込
で
す
。

「
長
男
か
出
稼
し
た
の
で
長
男
の
か
わ
り
に
火
事
場
で
怪

我
を
し
た
時
は
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
」
と
聞
か
れ
ま
す
の

で
大
体
ど
の
程
度
の
補
償
が
あ
り
補
償
制
度
が
あ
る
か
書

い
て
見
ま
し
よ
う
。

補
償
の
種
煩

一
、
療
養
給
付
　
憤
我
を
し
た
場
合
な
ど
に
医
者
代
や
入

　
　
　
　
　
　
院
料
な
ど
そ
の
為
の
費
用
は
す
べ
て
国

　
　
　
　
　
　
と
町
で
半
分
ず
つ
支
払
わ
れ
ま
す
。
9

二
、
障
害
給
付
　
そ
の
人
の
障
害
の
穐
度
で
日
給
の
五
十
・

　
　
　
　
　
　
倍
か
ら
二
二
四
〇
倍
ま
で
の
問
で
支
払

　
　
　
　
　
　
わ
れ
ま
す
。

三
、
遺
族
給
付
　
不
幸
に
し
て
死
亡
し
た
と
き
は
遣
族
に

　
　
　
　
　
　
そ
の
人
の
日
給
の
｝
O
O
O
倍
の
金
を

　
　
　
　
　
　
支
払
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
ン
㌧
b
9
♪
、
ド
」
、
o
～
」
、
φ
、
『
、
e
、
亭
、
ぞ
、
ぐ
」
、
夢
、
●
、
じ
、
『
、
・
～
～
、
～
モ
◎
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
励

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
押

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇

長
男
の
か
わ
り
に
出
た

　
火
事
場
で
怪
我
を
し
た

　
　
と
き
は
ど
う
な
る
か

四
、
葬
祭
給
付
　
遺
族
給
付
と
合
せ
て
六
〇
倍
が
支
払
わ

　
　
　
　
　
　
れ
ま
す
の
で
す
か
ら
両
方
だ
と
一
〇
六

　
　
　
　
　
　
〇
倍
に
な
り
ま
す
。

五
、
打
切
給
付
謹
怪
我
を
し
た
人
が
三
年
た
つ
て
も
怪
我

　
　
　
　
　
　
が
な
お
ら
な
い
時
に
打
切
給
付
と
し
て

　
　
　
　
　
　
そ
の
人
の
日
給
の
一
二
〇
〇
倍
が
支
払

　
　
　
　
　
　
わ
れ
ま
す
。

六
、
休
業
給
付
　
怪
我
を
し
て
療
養
し
て
い
る
間
は
そ
の

　
　
　
　
　
　
人
の
日
給
の
六
割
の
休
業
手
当
を
支
払

　
　
　
　
　
　
い
ま
す
。

以
上
述
べ
た
通
り
で
す
が
協
力
者
の
重
大
な
過
失
に
よ
つ

て
負
傷
し
た
場
合
は
障
害
、
休
業
の
給
付
は
出
来
ま
せ
ん
，

薄
甥
響
握
繍
縛
巖
轡
蓑
ー
ー
鉱

　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
優
良
防
火
家
庭
の
表
彰

町
の
消
防
団
で
は
昨
年
同
様
本

年
も
優
良
防
火
家
庭
の
表
彰
を

計
画
し
て
お
り
ま
す
が
選
衡
の

基
準
は
火
気
使
用
場
所
の
設
備

整
理
な
ど
総
合
的
に
見
て
優
良

な
家
庭
を
今
春
か
ら
の
成
績
を

整
理
選
衡
中
で
す
。
各
部
落
か

ら
一
戸
宛
表
彰
の
予
定
で
す
が

更
に
そ
の
中
か
ら
四
戸
上
越
の

表
彰
に
内
申
す
る
予
定
で
す
。

昨
年
上
越
の
表
彰
を
受
け
ら
れ

た
方
は

　
　
新
山
山
岸
尚
三
さ
ん

。1葦1鰹欝鳳
A病’ρ沸A晒’。AA’φ’・A塾ρ伽A〃》隔Aノ》砺Aノ㌔ハノ㌧ハノ向押A一

　
　
湯
本
山
崎
庄
治
さ
ん

　
　
上
鮒
池
　
重
野
仕
祥
さ
ん

　
　
西
の
前
　
南
雲
重
雄
さ
ん

以
上
四
人
の
方
々
で
す
。

今
年
に
郡
内
に
六
件
の
火
災
が

あ
り
そ
の
う
ち
五
件
は
東
部
地

方
で
あ
り
更
に
三
件
は
当
町
内

で
発
生
し
ま
し
た
。

冬
の
こ
た
つ
、
火
鉢
、
電
気
暖

房
器
な
ど
侍
に
注
意
願
い
ま
し

て
火
災
の
な
い
明
る
い
松
之
山

町
に
し
た
い
も
の
で
す
。

「
町
民
の
広
場
欄
」
を
設
け
ま
し
た

1
広
い
関
心
と
御
協
力
を
ね
が
い
ま
す
1

宛
先
は
町
役
場
「
松
之
山
」
係
と
し
て
下
さ
い
。

一4一
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謹
賀
新
年

公
民
館
長

野
本
立
日
治
郎

外
職
員
一
同

年
頭
に
当
つ
て

　
　
　
　
　
公
民
館
長
　
野

δ
＝
亀
一
一
イ
思
＝
『
」
宰
一
＝
3
＝
。
一
一
ご
二
＝
乙
．
－
一
一
＝
』
一
一
－
幽
＝
一
＝
＝
＝
曹
昌
3
；
＝

鰍霧
戦
後
十
三
年
町
民
の
休
み
な

い
努
力
は
よ
う
や
く
敗
惨
の

荒
廃
を
克
服
し
、
新
し
い
希

望
に
燃
え
て
町
制
を
施
行
い

た
し
ま
し
た
。

新
し
い
町
松
之
山
は
、
着
々

と
ゆ
る
が
な
い
前
進
を
続
け

て
い
ま
す
。
我
教
育
委
員
会

に
於
て
も
多
年
教
育
行
政
に

貢
献
せ
ら
れ
た
委
員
村
山
栄

七
殿
が
満
期
退
任
せ
ら
れ
、

後
任
と
し
て
相
沢
貞
治
殿
を

迎
え
新
し
い
陣
容
を
整
い
て

町
教
育
の
進
展
に
努
め
て
い

ま
す
。
教
育
の
目
標
に
つ
い

て
は

｝
・
＝
甲
一
F
…
乙
～
畠
三
～
一
－
三
三
＝
三
一
三
三
～
一
一
一
≡
ξ

先
ず
結
婚
の
簡
素
化
力
ら

　
　
　
　
松
之
山
分
館
長
関
谷
藤
四
郎

　
松
之
山
町
が
、
新
生
活
運
動

の
モ
デ
ル
地
区
の
指
定
を
受
け

ま
し
た
の
で
、
当
分
館
も
こ
の

線
に
そ
つ
て
、
成
人
講
座
、
婦

人
講
座
を
開
設
し
て
ゆ
く
計
画

で
お
り
ま
す
。

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ヨ
ン
も
映
画

幻
灯
の
利
用
、
参
会
者
の
踊
り

等
で
講
座
に
う
る
お
い
を
持
た

せ
る
よ
う
な
考
え
で
す
。

　
青
年
団
、
婦
人
会
の
方
々
と

脚

学
校
保
健
法
制
定
さ
れ
る

　
　
　
　
新
入
学
児
童
に
知
能
検
査
を
〃

入
学
時
の
健
康
診
断
は
従
来
、

入
学
時
の
身
体
検
査
と
し
て
全

国
八
割
に
近
い
小
学
校
に
お
い

て
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
o

し
か
し
、
そ
れ
は
学
校
身
体
検

査
規
定
な
ど
の
一
、
二
の
省
令

甲
・
＝
一
；
＝
＝
甲
＝
＝
一
＝
曹
一
一
＝
一
＝
」
ζ
＝
＝
■
9
こ
＝
3
3
二
；
＝
一
9
，
乙
騨
」
＝
㌧
＝
3
＝
一
。
二
一
；
ヒ
ニ
ー
一
■
＝
・
一
一
「
；
＝
－
．
臼
一
一
＝
一
曹
－
＝
一
＝
7
．
＝
一
＝
＝
＝
3
＝
＝
陣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
訳
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
に
教
職
員
の
勤
務
評
定
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て
申
し
ま
す
と
、
管
理

　
　
本
音
治
郎
　
　
猪
δ
瞭
淀
髄
勘
硫
効
怒
％

一
、
健
康
で
明
る
い
人
　
　
　
勤
務
評
定
と
銘
は
う
た
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
学
制
が
布
か
れ
て
以
来
勤

二
、
何
事
も
自
ら
判
断
し
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
務
は
評
価
さ
れ
て
き
た
。
寺

　
動
し
自
主
性
の
あ
る
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
屋
時
代
に
も
評
価
は
行
わ

即
ち
逞
し
い
実
践
力
の
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
た
。
学
求
者
や
其
親
た
ち

人
を
育
て
る
に
あ
る
。
設
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
良
い
師
を
選
ん
で
は
千
里

に
於
て
は
、
昭
和
三
十
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
道
も
遠
し
と
し
な
か
つ
た

度
多
年
の
懸
案
で
あ
つ
た
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
日
は
残
念
な
が
ら
学
ぶ
者

省
小
学
校
を
建
築
頗
る
モ
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
師
を
選
ぶ
権
利
は
与
え
ら

ン
な
校
舎
が
で
き
上
り
ま
し
　
　
　
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
て
い
な
い
　
け
れ
ど
も
こ

た
。
従
来
と
違
い
、
明
る
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
迄
行
わ
れ
た
「
勘
」
に
よ

校
舎
、
特
別
教
室
も
四
ッ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
て
人
を
動
か
し
、
月
給
を

あ
り
、
万
事
整
つ
た
校
舎
で
　
き
め
、
昇
進
さ
せ
・
や
め
さ

こ
x
で
学
ぶ
児
童
の
幸
福
は
　
せ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
れ
迄

申
す
迄
も
な
く
町
教
育
の
た
　
の
非
科
学
的
な
人
事
を
科
学

め
喜
び
に
堪
え
ま
せ
ん
。
　
　
的
に
分
析
し
た
評
定
要
素
に

三
十
四
年
度
は
や
つ
ぱ
り
老
　
よ
つ
て
・
そ
の
人
の
示
す
成

朽
校
舎
と
し
て
改
築
命
令
を
　
績
を
評
価
し
此
の
評
価
価
値

受
け
た
浦
田
小
学
校
中
立
山
　
に
相
応
し
た
処
遇
を
得
る
と

分
校
の
校
舎
を
建
築
す
る
こ
　
い
う
実
が
あ
げ
ら
れ
る
と
考

と
に
な
つ
て
い
ま
す
。
あ
と
　
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
一
般

は
浦
田
中
学
校
の
建
築
が
一
　
の
納
得
と
い
う
事
は
明
ら
か

つ
残
る
の
み
で
合
併
当
時
決
　
に
民
主
性
に
つ
な
が
り
、
働

定
し
た
計
画
は
一
応
完
了
す
　
き
に
応
じ
た
処
遇
と
い
う
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
結
婚
の
簡
素
化
の
こ
と
で
し

　
　
　
、

一
＝
＝
盈
＝
も
ξ
＝
ゑ
一
＝
讐
臥
y
富
二
島
f
号
ゑ
一
3
甲
一
｝
　
－
、
’
言
＝
昌
『
…
．
昌
9
＝
＝
一
島
5
三
．
7
＝
篭
隅
周
一
ぎ
＝
＝
ξ
＝
6
一
僧
ξ
＝
3
舳
＝
モ
一
島
一
8

去
る
十
二
月
十
五
日
話
し
あ
い

の
会
を
も
ち
ま
し
た
こ
と
は
ほ

ん
と
に
、
う
れ
し
い
こ
と
で
し

た
。
約
二
十
名
が
「
新
し
い
町

づ
く
り
の
為
め
に
、
ど
ん
な
周

題
が
あ
る
か
、
ど
ん
な
仕
事
が

あ
る
か
」
と
い
う
主
題
で
、
三

グ
ル
ー
プ
に
わ
か
れ
て
話
し
あ

い
、
そ
れ
を
全
体
で
仕
上
げ
討

議
を
い
た
し
ま
し
た
。
ど
の
グ

ル
ー
プ
か
ら
も
出
さ
れ
た
こ
と

　
に
よ
つ
て
行
わ
れ
て
ぎ
た
も
の

　
で
、
そ
の
た
め
保
健
管
理
の
制

　
度
が
法
的
に
不
備
で
あ
つ
た
た

　
め
に
児
童
、
生
徒
の
健
康
に
つ

　
い
て
理
解
と
処
理
に
不
満
足
で

　
あ
つ
た
の
で
、
こ
の
た
び
学
校

は
能
率
性
に
結
び
つ
い
て
行
一

除
く
外
高
等
学
校
、
中
学
校
一

小
学
校
、
全
部
の
学
校
か
ら
一

こ
の
際
、
国
の
正
し
い
事
務
一

の
遂
行
に
つ
い
て
、
陰
に
陽
一

に
支
援
を
お
く
ら
れ
た
P
T
一

A
は
じ
め
一
般
町
民
の
方
々
一

に
深
い
敬
意
を
表
す
る
次
第
岬

で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
駅

な
お
勤
評
を
め
ぐ
つ
て
組
合
刷

に
は
い
ろ
い
ろ
の
動
き
が
あ
一

る
よ
う
き
い
て
い
ま
す
が
教
｝

職
員
諸
君
は
冷
静
に
対
処
し
｝

多
く
の
町
民
の
期
待
に
そ
む
刷

か
ぬ
よ
う
自
重
を
望
ん
で
や
｝

み
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
｝

毎
日
寒
さ
の
中
夫
々
の
業
務
甲

に
精
励
し
て
い
ら
つ
し
や
る
｝

町
民
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
｝

申
し
上
ぐ
る
次
第
で
あ
り
ま
唖

す
。
忙
し
い
一
日
の
仕
事
を
｝

終
り
一
家
揃
つ
て
楽
し
い
夕
｝

食
後
の
一
時
に
是
非
共
こ
の
｝

　
「
松
の
山
」
を
御
覧
下
さ
る
㌔

よ
う
切
望
い
た
し
ま
す
。
　
　
～

　
も
ロ
ロ
ご
マ
も
ニ
ど
ロ
じ
も
じ
ご
コ
ユ
ゴ
ヌ
じ
ロ
　
コ
　
ヨ
ユ
ム
ニ
ご
ロ
し
も
ご
ニ
ロ
さ
ゴ
ノ
リ

一
薗
』
？
．
－
一
噛
一
＝
一
『
F
＝
二
曹
一
輔
－
＝
・
・
騨
＝
ξ
＝
噂
一
－
冒
一
＝
乙
」
＝
・
ロ
一
＝
一
＝
・
験
．
－
響
『
砂

く
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
一

新
潟
県
で
は
一
二
の
学
倭
を
一

評
定
書
提
出
が
完
了
さ
れ
た

た
。　

初
め
て
の
試
み
で
し
た
の
で

こ
ん
な
話
し
あ
い
形
式
（
バ
ズ

セ
ッ
シ
ヨ
ン
）
も
、
興
味
を
覚

え
、
各
部
落
へ
帰
つ
て
話
し
あ

い
運
動
を
展
開
し
又
二
月
第
二

回
の
話
し
あ
い
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
機
会
に
青
年
団
、
婦

人
会
、
分
館
の
三
者
協
力
し
て

学
習
の
場
や
事
業
の
推
進
を
は

か
る
体
制
が
で
き
ま
し
た
。

　
近
日
中
に
計
画
し
て
お
り
ま

す
こ
と
は
、
メ
ー
ト
ル
法
普
及

講
座
の
開
講
を
十
二
月
末
ま
で

に
実
施
の
予
定
で
す
。

　
概
略
を
の
べ
、
地
域
の
方
々

の
御
協
力
に
よ
り
充
実
し
た
事

業
が
す
」
め
ら
れ
る
こ
と
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
日
常
語
を
改
め
た
い

町
制
施
行
を
機
会
に

　
　
　
　
大
島
才
嗣

町
制
が
布
か
れ
て
大
松
之
山
町

が
出
来
た
こ
と
は
何
と
云
つ
て

も
目
出
た
い
事
で
あ
り
ま
す
。

然
し
名
前
は
町
で
も
そ
の
実
が

伴
わ
な
け
れ
ば
四
囲
の
町
村
の

保
健
法
の
施
行
に
執
ノ
て
、
こ

れ
が
義
務
づ
け
ら
卸
廊
町
村
の

教
育
委
員
会
は
就
学
事
務
の
一

環
と
し
て
健
康
診
断
を
行
う
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
健
康
診
断
は
精
神
薄
弱
児

の
発
見
に
つ
と
め
る
た
め
の
知

能
検
査
を
行
う
こ
と
に
な
つ
て

お
り
、
こ
の
知
能
検
査
は
就
学

予
定
者
を
対
象
と
し
、
し
か
も

精
薄
児
と
普
通
児
の
判
別
が
ね

ら
い
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
就

学
予
定
者
の
心
身
の
状
況
を
把

握
し
保
健
上
適
正
な
就
学
に
つ

い
て
の
指
導
を
行
い
義
務
教
育

の
円
滑
な
実
施
に
資
す
る
た
め

に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す

↓
◆
●
●
↑

図
書
の
利
用
は

　
良
心
的
に
〃
●
．

　
松
之
山
町
公
民
舘
の
本
舘
で

は
、
最
近
ま
で
続
者
の
た
め
に

図
書
室
を
開
放
的
に
し
て
自
由

に
閲
覧
と
貸
し
出
し
を
認
め
て

き
ま
し
た
が
、
と
か
く
乱
雑
に

な
り
易
く
、
貸
し
出
し
期
間
の

十
五
目
が
過
ぎ
て
も
返
納
さ
れ

笑
い
も
の
に
な
り
か
ね
な
い
、

町
と
云
え
ば
村
よ
り
が
文
化
的

な
感
じ
を
受
け
ま
す
が
、
多
小

と
も
文
化
的
で
あ
る
様
な
日
常

語
を
欲
し
い
も
の
で
あ
り
ま
す

土
地
は
山
又
山
、
言
葉
は
す
つ

け
ん
こ
と
、
の
つ
こ
ち
、
わ
あ

つ
っ
あ
ば
等
と
他
か
ら
入
つ
た

も
の
に
は
通
用
し
な
い
様
で
は

ど
う
も
町
ら
し
く
感
ぜ
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。

言
葉
は
気
持
を
表
わ
す
も
の
で

す
か
ら
上
品
な
、
丁
寧
な
言
葉

で
は
自
然
と
そ
の
様
な
行
動
が

生
れ
て
来
る
の
で
は
な
い
で
し

よ
う
か
。

一
躍
有
名
に
な
つ
た
松
之
山
事

件
等
も
言
葉
の
行
ぎ
違
い
、
表

現
の
激
烈
さ
か
ら
昂
奮
し
た
結

果
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。

毎
日
の
ラ
ジ
オ
で
聞
く
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
の
あ
の
正
し
い
美
し
い

言
葉
を
先
生
と
し
て
、
町
の
言

葉
と
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

な
か
つ
た
こ
と
が
少
な
く
な
い

た
め
係
が
整
理
す
る
に
も
方
法

が
な
い
状
態
で
あ
つ
た
の
で
各

図
書
棚
毎
に
「
鍵
」
を
か
け
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
か
ら
お

手
数
で
も
、
今
後
は
係
に
申
し

出
て
か
ら
利
用
し
て
い
た
奪
く

こ
と
x
な
り
ま
す
o

　
随
つ
て
今
ま
で
良
心
的
に
真

面
目
な
読
者
に
は
極
め
て
窮
屈

な
こ
と
エ
は
思
い
ま
す
が
一
冊

の
図
書
を
一
人
で
も
多
く
の
方

か
ら
利
用
し
て
い
な
y
く
た
め

に
は
止
む
を
得
な
い
こ
と
Σ
お

考
へ
い
た
y
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
お
互
の
た
め
に
何
分
の
御
協

力
を
切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
図
　
書
　
係

新
篇
図
書
紹
介

2
『
妻
㌔
多
㍉
‘
9
《

箋
形
平
次
捕
物
全
集

（
一
～
二
六
）
　
野
村
　
胡
堂

母
の
な
い
子
、
子
の
な
い
母

　
　
　
　
　
　
　
壷
井
　
　
栄

．
女
経
　
　
　
　
村
松
梢
風

猫
は
知
つ
て
い
た
　
仁
木
悦
子

人
間
の
条
件
（
二
～
六
）

　
　
　
　
　
　
　
五
味
川
純
平

夫
婦
百
景
　
　
　
獅
子
　
文
六

花
の
れ
ん
　
　
　
山
崎
豊
子

点
と
線
　
　
　
　
松
本
　
清
張

亀
裂
　
　
　
　
　
石
原
慎
太
郎

永
壁
　
　
　
　
　
井
上
　
　
靖

森
と
湖
の
ま
つ
り
　
武
田
泰
淳

人
間
の
壁
前
編
石
川
　
達
三

杜
甫
　
上
　
　
　
黒
川
　
洋
一

尋
問
　
　
　
ア
ソ
ク
・
ア
レ
ツ
グ

悲
し
み
よ
今
日
は
F
・
サ
ガ
ソ

一
牽
の
宅
　
　
芳
ン

［
養
鶏
講
震
（
一
～
五
）

一
　
　
高
正
三
他
一

新
ら
。
い
土
，
壌
の
知
識

　
　
　
　
　
　
　
三
井
進
李
他

農
家
　
冨
　
　
　
磯
部
　
秀
俊

乳
舛
飼
育
法
　
　
檜
垣
繁
光

実
際
養
豚
法
　
　
三
橋
　
　
尭

『
青
年
運
動
と
村
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
松
丸
志
摩
三

百
合
の
栽
培
　
　
清
水
　
基
夫

野
蘂
つ
く
り
の
技
術
と
経
営

一
　
　
　
　
松
原
茂
樹
他

皿
有
利
な
ナ
メ
コ
　
小
沼
喜
代
作

獣
医
の
く
る
ま
で
　
平
井
次
郎

誰
に
も
わ
か
る
肥
料
の
知
識

『
一
　
　
　
　
　
　
浪
江
　
　
慶

料
理
の
お
手
本
　
辻
　
　
　
留

人
工
衛
雄

　
　
，
，
・
げ
シ
ユ
テ
ル
ン
フ
エ
ル
ト

生
命
の
起
源

　
　
　
　
C
●
D
●
バ
ナ
ー
ル

社
会
心
理
学
入
門
　
大
牟
羅
良

経
営
学
入
門
　
　
坂
本
　
藤
良

事
業
を
い
か
す
人
　
五
島
慶
太

政
府
と
人
民
　
　
小
松
　
春
雄

．
人
間
と
政
治
　
　
南
原
　
　
繁

ソ
ヴ
エ
ト
の
政
治
　
前
芝
確
三

南
極
越
冬
記

心
理
学
入
門

日
本
の
仏
教

映
画
の
理
論

新
劇

コ
十
世
紀
の
音
楽

農
村
演
劇
脚
本
集

家
庭
の
法
律

裁
判

日
本
の
憲
法

西
堀
栄
三
郎

宮
城
　
音
弥

渡
辺
　
照
宏

岩
崎
　
　
憩

下
村
　
正
夫

　
吉
田
秀
和

　
一
一
～
四

村
山
　
知
義

川
島
　
武
直

戒
能
　
通
孝

長
谷
川
正
安

豊
ξ
、
三
三
、
」
騨
、
＝
ξ
、
臼
三
＝
、
－
ξ
、
甲
」
琶
塾
一
＝
一
一
、
騨
ξ
一
、
曹
甲
三
、
ξ
一
一
、
二
一
…
、
騨
ξ
、
」
一
一
榊
』
ξ
＝
－
り
甲
…
』
F
帰
三
⊃
・
…
－
・
…
ー
二
孕
雲

地
域
性
に
立
つ

松
里
分
舘
長

剛
、
運
営
方
針

松
之
山
町
公
民
舘
松
里
分
舘

　
の
運
営
委
員
会
の
協
議
を
ま

　
つ
て
進
め
ら
れ
ま
す
が
、
地

　
域
民
｝
般
の
要
請
と
青
年
部

婦
人
部
、
P
T
A
の
強
力
な

　
推
進
力
の
一
体
的
支
持
の
上

　
に
立
つ
て
、
各
主
体
性
の
発

　
揮
を
基
盤
と
し
て
い
ま
す
。

二
、
活
動
状
況

　
L
青
年
部

　
一
人
一
研
究
を
目
標
と
し
五

　
日
中
に
研
究
題
目
を
プ
リ
ン

　
ト
で
発
表
し
、
七
月
中
間
発

　
表
（
中
央
講
師
の
指
導
）
十
一

月
綜
合
発
表
並
に
実
技
競
技

　
会
を
行
う
も
の
と
す
る
。

　
・
農
業
研
究
展
示
会

　
イ
、
ミ
ス
ト
使
用
に
よ
る
経

　
済
効
果

　
　
中
坪
小
　
野
塚
　
哲
男

　
ロ
、
耐
冷
性
品
種
比
較
試
験

　
成
績

　
　
　
湯
本
　
高
沢
　
寅
治

　
ハ
、
ピ
ニ
ー
ル
畑
苗
代
に
つ

　
　
い
て

　
　
　
　
　
　
若
越
ク
ラ
ブ

分
舘
活
動

滝
潔
正
太
郎

　
二
、
桐
の
育
て
方

　
　
　
　
　
　
　
〃

　
ホ
、
養
蚕
業
の
経
営
的
位
置

　
　
　
　
　
　
島
営
農
ク
ラ
ブ

　
ヘ
、
島
に
お
け
る
五
力
年
間

　
　
の
米
代
金
と
肥
料
代
金
の

　
　
関
係

　
　
　
　
　
　
島
営
農
ク
ラ
ブ

　
ト
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ア
ン
コ

　
　
の
作
り
方

　
　
　
　
　
湯
本
農
青
ク
ラ
ブ

　
チ
、
リ
ヤ
カ
ー
と
農
道

　
　
　
　
　
　
島
営
農
ク
ラ
ブ

　
リ
、
階
層
別
に
見
た
供
出
量
、

　
　
　
　
　
　
〃

　
ヌ
、
水
稲
栽
培
と
水
管
理

　
　
　
　
　
若
越
ク
ラ
ブ

ル
、
土
壌
調
査
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
〃

　
そ
の
他
十
六
種
略
す

・
営
農
研
究
体
験
発
表
会

イ
、
ナ
メ
コ
の
栽
培
に
つ
い

　
て

　
　
　
　
越
　
佐
藤
　
利
幸

ロ
、
多
収
穫
共
進
会
に
参
加

　
し
て

　
　
　
湯
本
本
山
宗
一
郎

で＝
二
、

ホ
、

水
稲
　
ヶ

　
〃
　
　
高
藤
昭
一
郎

ヴ　
島
　
　
高
橋
　
昭
一

ミ
ス
ト
キ
使
用
に
よ
る

経
済
効
果

　
　
中
坪
　
小
野
塚
哲
男

・
農
業
技
術
競
技
と
し
て
、

　
左
の
五
十
種
目
を
陳
列
し

競
技
参
加
者
に
答
案
用
紙

　
を
配
布
し
各
人
の
審
断
記

　
縁
に
よ
る
成
績
を
．
定
め

　
た
。

イ
、
種
目

　
品
種
（
五
百
万
石
）
肥
料

　
（
塩
加
）
農
薬
（
リ
オ
ゲ
ン

　
品
名
（
断
尾
器
）
虫
口
虫
（
カ

　
ラ
バ
エ
）
果
樹
（
柿
）
肥

・
，
料
（
硫
安
）
缶
詰
製
造
月
日

果
樹
（
林
檎
）
体
温
比
較
（

　馬）

米
水
分
鑑
定
、
果
樹

　
（
梨
）
害
虫
名
（
ハ
モ
グ
リ

　媚）

雑
草
名
（
コ
ナ
ギ
）
・
㎜

名
（
ザ
セ
ッ
鋏
）
農
薬
（

　
ラ
ビ
サ
ン
）
・
m
名
（
プ
ラ
グ

　
廻
し
）
雑
草
（
ウ
キ
グ
サ
）

　
果
樹
（
栗
）
室
内
温
度
、
養

　
分
比
較
害
虫
（
ド
・
オ
イ

　
虫
）
飼
料
（
コ
ー
レ
ッ
ト
）

　
種
芋
（
人
蓼
×
大
根
）
苗

　
令
（
四
才
）
雑
草
（
エ
ノ
コ

　
・
草
）
等
計
五
十
種
目

ロ
、
、
成
績
優
良
な
る
も
の

（
百
点
満
点
）

一
位

二
位

三
位

四
位

五
位

佐
藤
利
幸
、
滝
沢
袈

裟
松
　
八
二
占
酬

本
山
宗
一
郎
、
高
藤

昭
太
郎
　
八
O
点

佐
藤
多
助
、
佐
藤
忠

治
　
ヒ
四
占
川

高
沢
寅
治
、
高
橋
昭

二
郎
　
七
〇
占
…

佐
藤
昭
、
福
原
一
司

六
六
占
描

Z
婦
人
部

松
塁
地
域
で
は
毎
月
二
十
四

日
を
婦
人
の
日
と
し
て
農
休

と
し
婦
人
の
研
修
と
娯
楽
に

充
て
』
い
る
。

四
月
二
十
日
　
編
物
講
習
、

　
講
師
、
島
田
先
生

五．

月
二
十
日
　
学
校
の
家
庭

　
科
に
つ
い
て

　
　
　
講
師
　
校
、
長
先
生

山
ハ
月
二
十
日
　
　
新
生
活
運
動

　
に
つ
い
て

　
　
　
講
師
　
山
田
主
．
事

ヒ
月
二
十
日
　
洗
濯
講
習

　
　
　
　
ヶ
　
　
高
野
技
師

八
月
二
十
日
　
地
域
の
生
活

　
改
善
を
ど
う
返
め
る
か

　
　
　
講
師
　
　
心
呂
沢
鋸
口
及
員

九
月
二
十
日
　
道
徳
教
育
に

　
　
つ
い
て

　
　
　
講
師
　
校
長
先
生

十
月
二
十
日
　
子
供
の
新
ら

　
し
い
躾

　
　
　
講
師
　
小
野
塚
先
生

十
一
月
二
十
日
　
結
婚
の
簡

　
素
化
に
つ
い
て

　
　
　
ケ
　
　
坂
爪
先
生

十
二
月
二
十
日
　
家
計
簿
の

　
　
つ
け
方

　
　
　
〃
　
　
保
坂
主
事

銑
一
般
対
象

イ
、
松
之
山
町
の
史
蹟
に
っ

　
　
い
て

　
　
　
講
師
　
斉
藤
　
寿
平

　
・
、
管
領
塚
物
語
披
、
露

　
　
作
詞
作
曲
　
富
沢
清
次

　
　
、
綾
子
の
舞
　
バ
ソ
フ
レ

　
　
ッ
ト
刊
行

　
、
夏
季
体
育
大
会
（
地
域

　
老
若
男
女
）

ホ
、
久
、
季
大
会

へ
、
新
生
活
運
動
の
推
進

　
　
　
講
師
　
坂
爪
主
事

■
　
－
ー
愚
量
〉
｝
些
曜
『
《
マ
？
j

温
泉
礼
讃

日
本
人
の
風
呂
好
き
は
世
界
一

と
謂
わ
れ
て
い
る
。
春
は
お
湯

に
ひ
た
り
な
が
ら
花
を
見
、
夏

は
外
出
か
ら
阪
つ
て
サ
ー
と
一

浴
し
て
汗
を
流
す
。
秋
は
月
を

眺
め
な
が
ら
の
入
浴
も
天
国
の

味
。
晩
秋
か
ら
初
冬
そ
し
て
厳

冬
、
こ
の
期
間
は
本
当
に
温
泉

を
楽
し
む
時
と
も
謂
う
可
き
で

あ
ろ
う
。
庭
に
ポ
・
リ
と
散
る

一
落
葉
、
寂
と
し
て
声
な
き
浴
室

只
漠
々
と
湧
く
出
湯
の
音
の
み

こ
」
ろ
よ
く
静
か
に
逝
く
秋
を

惜
し
む
晩
秋
の
ゆ
あ
み
。
疎
林

一
に
鳴
く
嶋
の
声
を
き
㌧
な
が
ら

響
冬
の
蕩
、
窓
外
の
木
枯

『
を
よ
そ
に
も
う
ノ
～
と
立
込
め

鳳
讐
定
入
つ
て
行
く
厳

一冬
の
夜
寒
む
。
私
達
は
温
泉
場

に
居
て
お
湯
と
共
に
明
け
暮
れ

る
幸
い
を
感
謝
せ
ず
に
は
居
ら

れ
な
い
。

一5一



（4）矛2号

　
さ
て
次
に
、

　
出
稼
者
か
ら

無
届
で
職
場
離

咄
欝
お
元
気
で
し
よ
う
か

　
今
年
の
景
気
は
ど
5
だ
ろ
う
か
。
事
故
が
な
け
れ
ば
よ
い
が
と
ひ
た
す
ら
案

ず
る
の
ほ
一
人
編
集
子
だ
け
で
な
く
、
出
稼
者
を
も
つ
家
庭
の
切
な
る
思
い
な

の
で
す
。

　
旅
先
で
折
角
お
骨
折
り
下
さ
る
皆
様
に
何
か
郷
里
か
ら
の
足
音
を
と
、
年
々

心
が
け
乍
ら
も
実
行
で
き
ず
、
申
訳
な
く
思
つ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
度
町
だ
よ
り
の
定
期
刊
行
を
機
に
、
い
さ
x
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆

様
と
お
便
り
の
交
歓
で
き
ま
す
こ
と
を
喜
ぶ
も
の
で
す
。

出
稼
牧
入
は
ざ
つ
と
二
千
万

　
　
　
　
　
も
つ
ε
ほ
し
い
関
心
こ
対
策
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㍉
　
一

　
　
の
転
職
希
望
、

　
　
脱
な
ど
に
よ
る
雇
傭
者
か
ら
の

　
　
苦
情
、
或
は
さ
つ
急
な
求
人
に

　
　
対
す
る
出
稼
者
の
斡
旋
な
ど
、

　
　
ま
だ
ま
だ
忙
し
い
。
役
場
の
職

　
　
業
係
津
端
秀
吉
さ
ん
に
今
年
の

　
　
出
稼
状
況
に
つ
い
て
伺
つ
て
み

　
［
ま
し
た
。

　
　
「
全
般
的
に
み
て
今
年
は
停
滞

　
　
気
味
と
い
ヲ
こ
と
で
し
よ
う
。

　
　
し
か
し
女
中
や
店
員
の
賃
金
は

　
　
今
ま
で
ょ
り
幾
分
良
く
な
つ
て

　
　
い
ま
す
。
職
種
は
土
工
三
割
．

　
　
炭
坑
一
割
、
、
女
中
一
・
五
割
、

　
　
店
員
二
割
で
、
総
数
は
一
千
人

　
　
で
去
年
と
ほ
y
同
数
で
す
。

　
　
　
こ
の
総
所
得
は
大
ま
か
に
見

　
　
積
つ
て
約
二
千
万
円
は
下
ら
な

　
　
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
松
之
山
が
町
に
な
つ
て
も
出

　
　
稼
ぎ
収
入
に
依
存
し
な
け
れ
ば

　
　
な
ら
な
い
状
態
に
は
変
り
が
あ

　
　
り
ま
せ
ん
。
外
貨
獲
得
の
大
き

　
　
な
役
割
を
占
め
て
お
り
ま
す
が

　
乱
家
庭
事
情
や
、
そ
の
他
色
々
な

　
　
状
態
を
勘
案
す
る
に
必
ず
し
も

　
　
奨
励
す
ぺ
き
喝
の
で
は
な
い
と

　
　
思
舟
，

　
　
．
．
畦
内
に
産
業
．
工
業
が
あ
つ

　
　
て
レ
な
が
ら
に
し
で
働
く
場
所

　
　
が
あ
る
激
ム
ば
誰
も
好
ん
で
半

　
　
年
も
家
を
。
あ
け
る
人
は
な
い
と

　
　
督
業
す
。
．
，

　
　
…
．
馨
の
警
、
地
下
資
源
の

　
　
㌦
露
発
↓
、
犬
温
泉
郷
を
造
る
等
、

　
　
琳
宝
感
梅
き
串
分
龍
途
は
洋
々
た

日1月
．

ユ
リ

年雌和．昭 山の松

る
も
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
力

　
差
し
当
り
の
問
題
と
七
て
出

稼
は
一
人
其
家
族
の
み
の
問
題

と
せ
ず
町
を
あ
げ
て
深
い
関
心

と
理
解
を
も
ち
、
よ
り
よ
い
労

働
条
件
の
求
人
を
確
保
し
出
稼

者
が
安
心
し
て
出
ら
れ
る
様
職

業
紹
介
機
関
を
利
用
督
励
し
て

益
々
そ
の
成
果
を
あ
げ
う
る
よ

う
御
協
力
を
ね
が
い
た
い
」

佐
藤
町
長
か
ら

「
皆
様
の
出
稼
は
農
業
再
生
産

じロリリほ　リロヘ　りもロロリロリじドゆ　ココヨロヘロロ　らロザゆのコリリじ　ゆじ　ロロゆむのり　りむじのロリのロデうロ　ゆロリしコのつロゆらロの　ロヘロダ

昭和33年度決算のあらまし（一般会計）

　　歳　入

畷
め
に
蕎
人
濃
、
週

［政
か
ら
も
重
要
な
役
害
を
も
つ
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

て
居
り
ま
す
。
故
に
皆
様
方
に
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

『
期
待
す
る
面
が
実
に
大
き
い
の
｝

で
あ
り
ま
す
。

　
置
円
円
　
　
　
　
円

　
千
千
　
　
る
千
　
　
　
の

の
鋭
の
7
9
8
2
れ
賂
2
8
築

　
4
1
H
n
8
さ
5
1
　
越
建

星
r
1
税
　
出
助
助
　
繰
舎

　
　
税
費
税
支
補
補
　
ら
校
す

な

産
消
ス
ら
舎
業
　
か
学
入

　
税
資
こ
ガ
か
校
事
　
度
中
借

主
民
定
ば
気
庫
里
対
年
里
め

　

町
固
た
電
国
松
失
　
鎗
松
た

　
円
　
　
　
円
　
　
　
　
　
　
　
　
円

額　
一
万
　
　
　
万
　
　
　
　
　
　
　
万

算
、
鯉
　
蟹
梶
m
編

決
・

　
税
　
　
　
税
金
　
金
金
債
　
他
計
、

目　
　
　
　
　
付
出
　
出
臼

　
　
　
　
　
麟
裂
慮

項
、
尉
描
螺
講
猛

出歳

　45万PJi議員報酬など
860　　1職員の給料及び旅費
！77　［ポンプ購入費　2台分
646　　道路、橋修理費

　　　　 　　　　　　280万円
　　　　1浦田、松之山線及中
　　　　i尾線改良費
1590　　松里中学屋体新築費

276　　失対事業費　228万円

105　　予防注射費
485　各種農産物厩励補助

　　　　　　　　　　　160万円
　　　　農業委員会費98万円
4！5

4599　　1

費
費
費
費

　
　
防

会
揚
消
木

　
　
察

蔑
役
警
土

L
Z
隻
生

費
働
費
費
費

育
湧
設
麟

　
／
．
」
健
業
．

教
社
施
保
産

5。

6．

乳
＆

9．その他
歳出含計

歳入歳iliの差額206万円は33年度へ繰越します・

県
立
自
然
公
園
に

　
　
　
ー
松
之
山
温
泉
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％
史
蹟
名
勝
に
富
む
松
之
山
温
泉

何
卒
お
体
に
充
分
注
意
さ
丸
附
竺
帯
を
県
音
然
公
園
に

職
務
に
励
み
使
用
者
の
信
頼
を
（
指
定
を
申
請
中
で
あ
る
が
、
二

保
ち
同
僚
と
の
協
調
に
心
を
っ
（
月
杳
毒
隠
指
定
が
建

く
し
、
来
年
の
職
場
を
も
確
保
一
さ
れ
る
予
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

　
鏡
力
池
、
中
尾
の
亀
杉
（
天

　
然
記
念
物
）

G
地
区

　
岩
見
堂
、
大
杉
山
ス
キ
ー
場

　
上
村
の
大
池

（
父
親
と
の
角
力
・
》

帯
が
ー

A
地
区

　
松
之
山
温
泉
、
村
山
大
樫
（

　
天
然
記
念
物
）
管
領
塚
、
野

　
鳥
の
森

B
地
区

y
」

ご
・
も

し
，
て
元
気
な
姿
で
お
帰
り
に
な
ゼ
ー
匪
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
一
ー
ー
躍
置
匪
藤
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噺

ら
れ
る
様
心
か
覇
待
し
て
密

ま
す
。

ま
ず
出
稼
者
か
ら
の
お
便
り
か
ら

　
　
　
　
紹
介
し
ま
し
ょ
う

樋
ロ
節
子
　
一

　
　
　
　
静
岡
県
庵
原
郡
小
島

　
　
　
　
村
小
河
内
（
中
尾
と

菜
駅
よ
り
バ
ス
で
蒔
吐

半
も
か
N
り
ま
す
。
日
頃
山
道

に
は
馴
れ
て
い
る
つ
も
り
で
し

た
が
、
こ
ち
ら
の
山
に
は
流
石

に
ま
い
つ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

毎
巳
こ
の
山
を
登
つ
て
、
、
、
カ
ン

畑
に
行
く
の
で
す
。
で
も
高
い

の
で
よ
く
晴
れ
た
日
に
は
富
士

山
も
清
水
港
も
よ
く
見
え
て
楽

し
み
で
す
。

　
朝
は
四
時
半
に
起
床
、
炊
事

を
す
ま
し
て
五
時
半
に
は
も
う

家
を
出
ま
す
。
十
一
時
迄
午
前

中
、
十
二
時
か
ら
．
五
時
迄
合
間

に
十
五
分
の
休
み
が
あ
る
だ
け

で
す
。
長
い
一
日
で
す
が
、
・
・
カ

ン
は
喰
べ
方
だ
い
で
す
。
一
日

に
四
〇
個
位
喰
べ
る
か
し
ら
…

鵜
．
原
庄
．
治

　
　
　
　
茨
城
県
北
茨
城
市
関

　
　
　
　
『
本
炭
鉱
（
天
水
越
）

百
姓
仕
事
か
ら
坑
内
作
業
へ
の
ば

変
り
日
て
皆
苦
労
が
多
い
よ
う
砂

十
日
か
ら
ス
坑
し
て
い
ま
す
”
4

　　　　　　　　り　　　　　　　帥’盆　　　　　　亡　　　　　　士　　　　　ご　　　　監’　　　・ご　　　口＝　　ご　世

今
年
は
選
挙
の
年
て
す

　
　
　
　
　
　
　
四
月
県
知
事
、
県
議
選
挙

　
　
　
　
　
　
　
六
月
参
議
院
議
員
選
挙

　
　
　
　
　
　
　
九
月
町
長
、
町
議
員
選
挙

じ
一
露
一
墨
5
，
一
一
一
塵
一
厘
冨
酵
一
誓
匪
一
屡
屡
質
置
」
一
一
画
置
一
葺
蟹
，
咽
一

で
す
が
ハ
リ
キ
ツ
テ
い
ま
す
。

寮
で
は
今
相
撲
の
テ
レ
ビ
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
田
舎
に
は
や

が
て
雪
の
訪
れ
る
日
も
近
い
で

す
ね
…

輻
　
原
豊
　
子

　
　
　
東
京
都
千
代
田
区
神
田

　
　
　
岩
本
町
三
（
天
水
越
）

　
二
十
三
日
の
朝
無
事
に
つ
き

・
ま
し
た
。
お
く
様
は
じ
め
よ
い

人
ば
か
り
で
よ
ろ
こ
ん
で
い
ま

す
。
一
生
懸
命
で
働
き
ま
す
。

お
体
を
大
切
に
。

蚕
野
昌
利

一
　
東
京
都
台
東
区
坂
本
町

　
　
　
一
の
一
二
（
上
蝦
池
）

　
先
日
は
い
ろ
く
お
世
話
に

皿
鶴
畿
郭
黙
纏
総

一
田
舎
の
天
候
は
ど
う
で
し
よ
う

か
。
東
京
は
暖
か
で
す
。

竹
　
内
　
文
　
雄

　
　
茨
城
県
北
茨
城
市
磯
原
町

　
　
重
間
炭
鉱
　
（
湯
之
島
）
、

基
本
選
挙
人
名
簿
の

　
登
録
者
が
き
ま
”
ま
し
た

有
権
者
は

松
之
山
小
学
校
区
域
九
五
八
人

三
省
小
学
校

大
荒
戸
雪
派

一
川
手
分
校

一
松
里
小
学
校

東
　
川

坪
　
野

〃
　
四
六
四
人

〃
　
二
〇
五
人

〃
　
五
四
八
人

ヶ
一
〇
八
六
人

〃
　
九
一
六
人

ヶ
　
三
四
七
人

も
灘
紬
難
篇
舗
櫨
恵
ま
れ
な
い
人
達
の
慰
問
に
廻
つ
て

り
ま
す
。
奴
奈
川
の
人
達
と
痛
去
る
十
二
月
十
六
日
よ
り
歳
末

緒
に
全
皇
斜
筆
す
．
探
炭
覆
藷
た
塞
老
院
菌
立
療

が
十
一
名
、
掘
進
四
名
（
志
賀
煽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
養
所
、
病
院
、
・
ウ
学
校
と
九

小
野
塚
安
、
重
野
広
、
相
沢
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ッ
の
施
設
の
入
所
者
を
慰
問
し

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
㌔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
レ
て
来
ま
し
た
。
現
在
町
か
ら
結

　
作
業
は
楽
だ
し
、
坑
の
通
タ
鴨

も
申
し
分
な
く
・
・
ト
ロ
ッ
コ
が
｝
核
に
お
か
さ
れ
国
立
療
養
所
等

弩
少
し
円
滑
に
ま
わ
り
・
何
｝
へ
入
所
し
て
い
る
者
が
≡
二
人

々
賞
与
と
い
つ
た
も
の
が
付
け
㌦
親
元
か
ら
は
な
れ
遠
く
長
岡
ロ

ば
こ
の
上
な
し
で
す
。
賃
金
も
、
ウ
学
校
で
勉
強
し
て
い
る
子
供

今
の
と
こ
ろ
ま
あ
く
の
線
で
｛
が
五
人
、
年
取
つ
て
も
身
柄
も

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

保
護
し
て
く
れ
る
近
親
者
が
お

ら
ず
養
老
院
に
入
所
し
て
い
る

者
が
五
人
、
こ
れ
ら
の
方
は
施

設
に
於
て
毎
日
を
過
し
て
い
ま

す
。
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
一
人
当
り
三
〇
〇
円
を
差
上

げ
て
慰
問
し
て
参
り
ま
し
た
。

一
同
元
気
で
療
養
に
勉
強
に
専

念
し
て
い
ま
し
た
。
町
の
皆
様

一
に
宣
敷
く
申
し
で
お
り
ま
し
た

　
正
月
の
休
み
は
三
十
一
日
か
｛

ら
三
日
迄
で
す
。
久
保
田
君
も
へ

こ
れ
位
の
作
業
で
は
実
力
を
発
｛
山
の
中
の
子
供
は
娯
楽
施
設
に

揮
で
き
な
い
様
な
強
気
を
い
2
恵
ま
れ
ず
、
遊
び
場
も
な
く
、

て
い
ま
す
。
小
野
塚
栄
一
さ
ん
V
畑
に
入
つ
て
は
叱
か
ら
れ
、
遠

は
腰
が
痛
い
と
い
つ
て
休
ん
で
V
く
へ
遊
び
に
行
つ
て
は
小
言
を

い
ま
す
。
又
何
れ
後
便
で
連
絡
’
　
　
　
　
　
　
　
b

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
言
わ
れ
て
い
る
の
　
　
松
之
山

い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
の
現
況
で
は
な
い
　
じ
よ
う
カ

子
供
の
遊
び
場
を
部
落
に
一

　
　
　
　
　
　
　
　
つ

新
年
度
は
子
供
の
遊
び
場
を
作

つ
て
も
ら
う
よ
う
町
の
社
会
福

祉
協
議
会
よ
り
若
干
の
補
助
金

を
出
す
事
に
な
つ
て
い
ま
す
。

子
供
の
幸
せ
の
た
め
に
。

全
身
運
動
に
適
し
て
い
る
一

は
角
力
（
す
も
う
）
遊
び
で
あ

ろ
う
。

　
し
か
し
子
供
同
士
の
角
力
は

い
ち
ば
ん
危
険
で
、
特
に
室
内

　
長
雨
が
つ
づ
く
初

夏
や
、
寒
風
や
雪
で

そ
と
に
出
ら
れ
ぬ
冬

は
、
幼
児
は
そ
の
盛

ん
な
活
動
力
を
も
て

余
す
。
室
内
で
で
き

る
ス
が
置
“
み
、

…
ん
な
家
で
も
た
や
す

く
行
わ
れ
、
子
供
の

　
　
　
　
　
　
　
つ

浦
田
区
域

中
立
山
分
校
区
域

黒
倉
分
校
　
　
ケ

松
之
山
町
計

一
〇
〇
五
人

　
三
六
八
人

　
壬
二
八
人

六
一
三
五
人

新
生
活
運
動
と
は

自
分
達
の
生
活
を
よ
り
良
い
生

活
に
す
る
た
め
に
話
し
合
い
の

場
所
を
作
つ
て
身
近
な
問
題
か

ら
解
決
し
て
行
く
事
で
す
。
た

と
え
ば
、
会
合
の
際
に
「
時
間

を
守
つ
て
新
生
活
運
勤
」
開
会

五
分
前
に
集
る
事
を
話
合
つ
て

小
さ
な
会
合
か
ら
時
間
を
正
確

に
す
る
事
が
新
生
活
運
動
の
進

め
方
で
す
。

部
屋

で
嫉
け
が
を
し
や
す
い
。
必
ず

久
母
が
子
供
と
行
う
。
幼
児
の

体
ヵ
に
合
わ
せ
て
加
減
し
な
が

ら
危
く
な
い
よ
う
に
、
ふ
わ
り

・
，
鰻
投
げ
て
や
つ
た
り
、
ま
た
し

一
ず
、
し
ば
父
母
が
幼
児
を
だ
き
上

　
τ
■
、
倒
恥
て
負
け
て
や
る
。
始

一
踊
鰻
繭
醐
魏
備
鴬

ぬ
と
、
ひ
ど
く
発
汗
し
て
悪
い

そ
し
て
六
畳
以
上
の
広
さ
の

部
屋
を
選
び
、
万
～
ぶ
つ
か
つ

て
危
い
も
の
は
す
べ
て
取
り
の

一
け
る
．
ほ
こ
り
の
立
つ
こ
と
が

一
い
け
な
い
か
ら
、
撮
除
の
と
ど

い
た
ぎ
れ
い
な
部
屋
が
よ
い
。

乾
か
し
て
よ
く
叩
い
た
毛
布
を

敷
い
て
、
そ
れ
を
土
俵
と
し
て

秘
は
冬
は
毎
日
の
よ
う
に
子

供
と
や
つ
た
も
の
で
あ
る
。
ど

う
い
う
わ
け
か
人
間
の
幼
児
期

は
一
脳
や
内
臓
は
か
ら
だ
の
割

合
か
ら
い
つ
て
成
人
の
数
倍
も

あ
り
な
が
ら
、
筋
肉
は
乏
し
く

筋
ψ
は
弱
い
。
例
え
ば
握
り
し

め
ス
・
筋
力
は
四
、
五
才
児
が
戒

人
の
十
分
の
一
、
ひ
つ
ば
る
筋
』

力
も
饗
の
八
分
の
一
に
も
満

た
ぬ
幼
児
が
多
い
。
体
重
は
成

人
の
、
四
分
み
一
も
あ
る
の
に
、

筋
力
ぼ
そ
の
割
合
に
ず
つ
と
弱

国民健康保険事業決算のあらまし

　歳　　入

い
の
』
．
あ
る
。
し
か

し
入
か
ら
そ
の
弱
い

欣
肋
力
・
も
、
父
“
親
と
の

角
刀
な
ど
に
ょ
つ
て

い
た
わ
り
育
て
㌧
す

ぐ
れ
た
筋
骨
と
体
力

一
の
青
年
に
成
．
長
諏
純
駄
せ
た
い
，
b
の

「で
あ
る
幼
児
の
運
動
神
経
は
、

『
二
、
三
才
ご
ろ
か
ら
訓
練
を
始

一め
て
も
早
す
ぎ
は
し
な
い
。
こ

…
れ
は
小
児
科
学
の
第
一
線
の
教

奮
も
ξ
べ
き
呆
墨
夫

｝
先
生
の
つ
、
、
．
．
仁
い
部
猷
」
と
い

う
随
筆
の
一
頁
で
あ
り
ま
す
。

　
相
沢
保
健
婦
て
す
。
よ
ろ

へ
一
　
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
私
も
松
之
山
か
ら
の
月
給
を

頂
戴
致
し
て
い
る
の
で
す
か

ら
、
御
挨
拶
巾
し
上
げ
た
い
の

で
す
が
、
私
の
逢
文
．
で
．
ほ
あ
・
よ

り
に
失
礼
か
し
r
．
存
じ
ま
ー
て
、

有
名
『
、
砥
る
先
生
の
名
文
一
．
タ
一
一
．
巨

τ
響
致
し
オ
、
し
て
、
御
鯵

一
の
代
2
致
し
た
い
・
ご
有
、
、
、

一
す
。
保
健
婦
の
仕
事
と
い
う
の

一
は
茨
山
あ
る
考
餐
な
い

様
な
、
ま
こ
と
に
へ
ん
九
、
商
売

の
様
で
す
が
、
何
ほ
、
勾
オ
、
あ
れ

一松
之
山
町
民
の
み
な
さ
ん
の
希

望
す
る
所
を
出
来
る
だ
け
琳
汲

π
患
い
享
の
で
、
灘

幼
児
、
学
童
、
青
軍
会
或
は
消

防
団
、
婦
人
会
等
の
各
層
か
ら

の
御
注
文
と
御
鞭
撞
と
を
ひ
た

す
ら
に
お
待
ち
致
し
て
居
り
主

す
。

夢
だ
け
に
し
て
お
き
た
く
な
い

　
　
　
話
し
合
い
運
動
を
す
・
め
る
婦
人
会

「
今
晩
は
お
つ
か
れ
さ
ま
の
と

こ
ろ
、
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
今
日

お
集
り
願
つ
た
の
は
外
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
…
…
」
十
分
～
二

十
分
座
が
白
け
て
く
る
あ
ち
こ

ち
で
グ
ー
く
い
び
き
の
音
・
も

す
る
。
司
会
者
は
責
任
上
あ
れ

や
こ
れ
や
と
座
を
つ
な
い
で
お

る
が
そ
れ
で
も
話
は
進
ま
な

一
い
。
皆
様
は
こ
ん
な
会
議
の
経

一
験
が
き
つ
と
お
あ
り
で
し
よ
う

た
ま
ノ
＼
話
が
は
ず
ん
だ
と
し

て
も
弁
舌
さ
わ
や
か
な
一
方
的

万
贅
に
し
ぶ
く
承
智
せ

．
ら
れ
て
し
ま
う
民
主
々
義
、
人

琢
重
箸
彗
は
讐
か

　主　な　も　の

1世帯当り　　4303円
療養給付費の分割一
部負担金
事務、保健婦補助
　　　　　　919千円
療養給付費補助
　　　　　5244千円

項　　目1決算額　　　　　1
1．国　保　税1　　815万円

2．一部負担金　　　638

3・国庫支出金i　　616

　　62

セ131
λ．衆，伸そ

一
生

費
円
給
円

議
砺
療
砺

輪
誹
、

響
騨

　
給
諸
、

．
員
養
産

　
職
療
助
付

　
円

　
万

　
ク
じ
フ

　
8
6
0

一
出
　
　
　
費
費

　
　
　
　
付

・
　
、
場
給

犠　　
　
　
健

　
　
　
馨

～　
　
巨

　78
347　1直診勘定繰出し金

　　　　I　　　　　　lO多万円
　　　　g　l前年度繰上充愉

　　　　ト2126　　i

円は33年度へ繰越

3．保健施設費
4．諸支出金

5．その他
歳出合計

松之山診療所の決算

際入　248万円
1歳　出　　　　237万円

　差引次年度へ繰越し
　　　　　　　　11万円

　歳入歳出差額51千円は

浦田診療所の決算

　歳　入　　　230万円
　歳　出　　　228万円
　差引次年度へ繰越し
　　　　　　　　2万円

も
放
棄
し
た
こ
と
に
な
り
残
念

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
こ
れ
で

は
大
変
だ
と
云
う
の
で
婦
人
会

で
は
、
私
共
一
人
く
が
身
近

な
生
活
問
題
の
中
か
ら
思
つ
た
、

こ
と
を
話
し
合
い
研
究
し
く
口
い

そ
の
つ
み
か
さ
ね
に
よ
つ
て
広

く
一
般
の
政
治
や
経
済
あ
る
い

は
社
会
共
同
生
活
に
だ
い
す
る

・
意
識
を
た
か
め
よ
う
と
考
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
ら

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昔
と
ち

が
つ
て
私
ど
も
の
直
面
し
た
間

題
は
今
ま
で
の
よ
ヶ
に
有
名
人

や
専
問
家
の
話
し
を
き
く
だ
け
』

で
は
な
く
同
じ
よ
う
な
く
ら
し

を
す
る
者
同
志
が
み
ん
な
で
考

え
て
解
決
し
て
い
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
幸
に
公
民
舘
や
新
生

活
運
動
協
議
会
の
お
指
導
を
得

て
実
践
団
体
と
し
て
明
る
い
町

づ
く
り
の
た
め
に
少
し
で
も
お

役
に
た
て
ば
そ
こ
の
話
し
合
い

運
動
を
お
し
進
め
る
わ
け
で
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
い
か
な
る
場

合
で
も
み
ん
な
が
思
つ
た
こ
と

を
充
分
発
表
し
研
究
し
合
つ
て

ほ
ん
と
う
に
わ
き
出
る
泉
の
よ

う
に
結
婚
の
改
善
が
行
わ
れ
食

生
活
が
改
め
ら
れ
さ
ら
に
古
い

因
習
が
改
め
ら
れ
た
と
し
た
ぎ

ど
ん
な
に
す
ば
ら
し
か
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
（
婦
人
会
事
務
局
提
供
）

一6一


